
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

下記 URL より社団法人鉄鋼連盟が発表した『鉄鋼需給の動き 2021 年 12 月』の資料を閲覧すること 

 

 

下記 URL より社団法人鉄鋼連盟が発表した『鉄鋼需給の動き 2025 年 5 月』の資料を閲覧すること

が出来ます。 

 
https://www.jisf.or.jp/data/jyukyu/documents/jyukyu2505.pdf 
 

 

 

 

 

 

 

 

検索エンジン、シェア 

ビジネスの世界では、迅速かつ正確な情報収集は重要な仕事です。 

「ググる」に代表されるグーグル社の検索エンジンは、その精度の高さと使い

やすさでユーザーから支持を得てシェアを伸ばしてきました。 
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2 進化する検索エンジン（AI で進化する“検索 2.0”） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■最新の AI 検索エンジンについて 

最近、注目されている AI 検索エンジンを紹介します。 

一般的な検索では関連性の高い URL（ジャンプ先）の一覧が表示されますが、AI 検索ではキーワードを元

に情報をまとめて表示してくれます。 

 

「Felo」 https://felo.ai/ja/search   

日本発の AI 検索エンジン「Felo」は、日本のスタートアップである Sparticle 株式会社が開発したサービ

スです。他の検索エンジンと比較して、Felo は日本語に特化した最適化が施されており、日本特有の表現

や文脈を正確に解釈します。（↓キーワード「根津鋼材」で検索した結果） 



 

「Genspark（ジェンスパーク）」 https://www.genspark.ai/ 

検索結果を単にリンクとして表示するのではなく、Sparkpages と呼ばれるカスタムページを生成します。

これにより、ユーザーは必要な情報を一目で得ることができ、複数のサイトを巡る手間を省くことができま

す（↓キーワード「根津鋼材」で検索した結果） 

 

Microsoft の Copilot（旧 Bing Chat） 

https://copilot.microsoft.com/chats/ni3Aj1wW4T6s476DFA3FR 

Microsoft のブラウザ Bing の AI 搭載機能の中核となるのは、OpenAI の ChatGPT 技術を活用した

「Microsoft Copilot」です。この機能により、ユーザーは会話形式で質問や要求を入力し、AI が理解して

適切な回答を生成します。回答の引用元と従来の検索結果も一緒に表示されるため、より詳しい情報が必要

なときには引用元にあたることができます。 



 

Google 検索の AI 概要機能（AI Overview）https://www.google.com/?hl=ja 

Google 検索の AI 概要機能は、検索結果の上部に表示される簡潔な要約文です。この機能は、ユーザーの

複雑な質問に対して、関連する情報を複数のウェブページから抽出し、まとめて提示します。 

情報源は、Google が信頼性が高いと判断したウェブサイトから抽出されます。 

 

★AI 検索エンジンは色々なモデル（サービス）が存在します。 

皆さんにあったエンジンを探し試してみるのはいかがでしょう? 

 

  

 

 

 

 

■検索結果の信頼性を調べる 

ネットには、ニュースや情報が溢れています。情報の真偽

をチェックする事はより重要になります。 

最新の AI 検索エンジンは自分の答えた内容の真偽（ファ

クト（事実）、フェイク（偽物））チェック機能を持ってい

ます。 

 

また、ネット記事の真偽をチェックする団体もあります。 

JFC（日本ファクトチェックセンター） 

https://www.factcheckcenter.jp/  

 

日本ファクトチェックセンターは、ファクトチェック（事実の検証）の実践とメディア情報リテラシーの普

及に取り組む非営利組織です。民主主義の基盤であるデジタル公共空間の健全性を維持・向上させることを

目的として活動しています。 

 

 

3 フェイク情報の見分け方 



 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

弊社の運送部門はトラック車両 43 台を保有しています。 

お取引先様へ安全にご配送するため、積込時の重量バランスを事前確認する新システム「積込シミ

ュレーター」のテスト運用を開始しました。 

以下手順 

① AI 配送計画に基づいて車両毎の積込明細が生成されます。 

② タッチ操作で製品イラストを荷台に配置します。 

③ 全明細配置完了後、車両重量バランス（前後左右）が合否判定されます。 

④ 納入先が複数社の場合、荷卸し順に製品が消去され、荷卸し後の重量バランスも合否判定さ

れ、安全運行に支障ないか積込前に確認します。 

⑤ シミュレーターで合格の場合、画像が保存され積込時に活用します。 

⑥ 新人ドライバーの教育プログラムとして活用する計画です。 

 

■積込シミュレーター画面 

 

 

  

4 弊社の取組（積込シミュレーター） 

荷台 コイル製品 

板製品 



 

 

 

システムソリューション事業部 ⾧田です。 

情報発信が誰でもできる時代。便利である一方、フェイク情報に振り回されることも少なくありません。 

今回の記事では、その見極め方について触れられていましたが、特に「嬉しい知らせ」ほど慎重になる

必要があると感じました。 

というのも、先日、某ゲーム機の抽選販売に応募し、発表日に「当選しました!」というメールが届い

たのです。 

一瞬信じてしまい、頭の中ではマリオカートでスターをゲットした音楽が流れています。 

しかし、冷静に発信元を確認すると、どうも怪しい……。結局、それはただの詐欺メールでした。 

悔しい! 

情報が増えるほど、フェイク情報も増え、取捨選択が甘くなってしまうことがあります。 

とはいえ、何でもかんでも疑ってばかりでは疲れてしまいますよね。 

そんな中、再び「当選しました!」というメールが届きました。 

「はいはい、またか」と毒づきながら確認すると、今回は発信元もきちんとしていて、URLも問題なし

――本当に当選していました! 

嬉しい! 

こうして、一喜一憂する日々を過ごしながらも、疑うこと自体は悪いことではなく、「健全な疑いの目」

を持つことが大切だなぁと、しみじみ感じたのでした。 

 

 

 

 

 

 
このメールマガジンは、配信依頼がありましたお客様に発行しております。 

配信中止の場合は、お手数ですがhp-master@nezu-g.co.jpまでご連絡ください。その際には、御社名、御社（配信先）メールアドレス、担当者

様名を明記くださいます様よろしくお願い致します。 

編集後記 

発行:根津鋼材株式会社  住所:〒116-0014 東京都荒川区東日暮里1-32-5(TEL)03-3805-5555 

メール:hp-master@nezu-g.co.jp  ホームページ:http://www.nezu-g.co.jp/  

発行人:根津訓光／監修 樋口良成／編集⾧ 

編集:システムソリューション事業部 ※NEZUシステム通信に掲載された記事の転載はご遠慮願います。 


